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ため池等の農業水利用施設の定期点検や災害発生時の状況把握等において、人手
不足、迅速性及び安全性の観点で課題がある。
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(1)ため池堤体の部分崩壊を対象とし、AIを用いた異常検出手法を構築した。
(2)異常箇所の位置、面積を定量評価し、異常箇所を管理者に報告可能な画像提示手法を構築した。

(1)ため池堤体の水漏れを対象として、AIを用いた異常検出手法を構築する。
(2)AIを用いた異常検出システムをドローンに統合する。

３研究成果

４今後の展望・現状

１課題

Ｒ６共同研究型

×

２概要 農業水利用施設の自動点検に向けたドローンの構築による効率化・省人化、安全
化を図る。

次の研究段階へ前進
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手法等の構築
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×関係機関

ＩＣＴ・ＲＴの農林水産業への活用
～水利施設の点検・管理へのドローンの応用～

➡令和７年度共同研究型


